
議
員
提
出
第
二
号
議
案

年
金
制
度
抜
本
改
革
の
全
体
像
を
早
期
に
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
に
強
い
意
欲
を
示
し
て
い
る
が
、
肝
心
の
年
金
制
度
の
抜
本
改
革
に

つ
い
て
は
、
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
政
府
・
民
主
党
は
平
成
二
十
一
年
の
衆
院
選
公
約
（
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
）
で
「
年
金
一
元
化
」
「
月
額
七
万
円
の
最
低
保
障
年
金
の
創
設
」
を
掲
げ
た
。
と
こ
ろ
が
政

権
交
代
か
ら
二
年
六
か
月
が
経
過
し
て
も
、
最
低
保
障
年
金
に
必
要
な
財
源
や
、
年
金
一
元
化
に
向
け
た
具

体
的
な
制
度
設
計
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
政
府
の
税
と
社
会
保
障
一
体
改
革
素
案
で
は

平
成
二
十
五
年
の
通
常
国
会
に
法
案
を
提
出
す
る
と
し
て
い
る
が
、
全
く
内
容
が
不
透
明
の
ま
ま
で
は
来
年

の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
見
通
し
が
立
た
ず
、
「
新
た
な
年
金
制
度
創
設
の
た
め
の
法
律
を
平
成
二
十
五

年
度
ま
で
に
成
立
さ
せ
る
」
と
の
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
は
全
く
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
状
態
と
な
っ
て

い
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
に
民
主
党
内
で
最
低
保
障
年
金
創
設
に
向
け
て
行
っ
た
試
算
で
は
「
新
た
に
消
費
税

七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
税
が
必
要
」
と
結
論
が
出
て
、
野
党
の
求
め
に
応
じ
て
こ
の
試
算
を
公
表
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
来
な
ら
ば
試
算
を
基
に
、
党
内
議
論
を
重
ね
制
度
設
計
を
す
る
こ
と
が
与
党
と
し
て

当
然
の
務
め
だ
が
、
そ
の
責
任
を
果
た
さ
ず
試
算
を
「
民
主
党
の
案
で
も
な
い
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
現
状

で
は
、
民
主
党
が
公
約
し
た
新
年
金
制
度
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
姿
勢
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
消
費
税
の
増
税
案
と
年
金
制
度
の
改
革
案
は
一

体
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
ま
ま
で
は
、
国
民
が
消
費
税
増
税
に
納
得

し
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
年
金
制
度
抜
本
改
革
の
全
体
像
を
早
期
に
明
ら
か
に
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日
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